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▼ 160 万円の壁の仕組み 改正 ―― 給与収入のみの場合 ――

　令和 7 年度税制改正により、控除額が見直され、給与所得

控除が 65 万円（+10 万円）に、基礎控除が最大 95 万円（+47

万円）に引き上げられました。

　これにより、給与収入のみの場合、160 万円までは所得税

において非課税という形になります。これが昨今耳にする

「壁」が160万円まで引き上げられた、ということになります。　

　これに伴い、扶養に入るための基準となる金額が引き上げ

られるなどそれに伴う改正も行われました。所得税における

非課税の基準が引き上げられるとともに、扶養が可能となる

金額が引き上げられたことにより、働き方の選択肢が広がる

こととなりました。なお、令和 9 年以降の基礎控除額におい

て、所得金額 132 万円超の方は、一律 58 万円になる予定です。

年収

給与所得

控除① 給与所得額控除

控除② 基礎控除

課税所得 税金がかかる所得

95 万円（最大）

65 万円

合計所得金額
（収入が給与だけの場合の収入金額）

基礎控除額

改正後
改正前

令和 7・8年分 令和 9年以降

132 万円以下
（200 万 3,999 円以下）

95 万円

48 万円

132 万円超 336 万円以下
（200 万 3,999 円超 475 万 1,999 円以下）

88 万円

58 万円

336 万円超 489 万円以下
（475 万 1,999 円超 665 万 5,556 円以下）

68 万円

489 万円超 655 万円以下
（665 万 5,556 円超 850 万円以下）

63 万円

655 万円超 2,350 万円以下
（850 万円超 2,545 万円以下）

58 万円

　令和7年12月から、税制改正により所得税の控除制度が大きく変わります。パー

トや副業、アルバイトをしている学生にも影響がある今回の税制見直しについて

ご紹介します。
問税務課課税係☎ 585-2778

知っておきたい所得税の 「基礎控除」

「103 万円の壁」 が 「160 万円」 に？

詳しくは、国税庁 HP 内の

特設サイトをご覧ください ▼

19 歳以上 23 歳未満の子どもを扶養している家庭を対象に

した新しい控除制度です。アルバイトなどで収入（58 万

円超 123 万円以下）があるお子様でも、一定の範囲内で

あれば親の所得から控除が受けられます。

特定親族特別控除の創設

所得税は、収入全体にかかるのではなく、「基礎控除」や

「給与所得控除」といった控除を差し引いた残りの部分に課

税されます。つまり、働いて得たお金がそのまま課税対象に

なるわけではなく、生活に必要な最低限の金額はあらかじめ

差し引かれる仕組みになっているため、一定の年収までは税

金がかからないようになっています。これまでは、給与収入

が 103 万円以下であれば、基礎控除 48 万円と給与所得控除

55 万円の合計 103 万円が控除されるため、課税所得はゼロと

なり、所得税は発生しませんでした。反対に 103 万円を 1 円

でも超えると控除額を超えた部分に課税されるため、「これ

以上稼ぐと税金がかかる」という基準として“103 万円の壁” 

と呼ばれてきたのです。

年収

給与所得

55 万円

48 万円

控除① 給与所得額控除

控除② 基礎控除

課税所得 税金がかかる所得

―― 給与収入のみの場合 ――▼ 103 万円の壁の仕組み 現行

給与収入金額
給与所得控除額

改正後 改正前

162 万円 5,000 円以下

65 万円

55 万円

162 万 5,000 円超 180 万円以下
収入金額×
40％ -10 万円

180 万円超 190 万円以下
収入金額×
30％＋ 8万円

※ 190 万円超は改正なし
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の
い
ず
れ
か
1
日

▼
合
格
発
表

　令
和
8
年
2
月

5
日
木

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

募
集
課
募
集
班

☎
5
3
1
‐
2
3
5
1

無
料
の
職
業
訓
練

　
　
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

郡
山
で
は
、「
仕
事
を
お
探
し
の
方
」

や
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
再
就

職
を
目
指
す
方
」
な
ど
を
対
象
と

し
た
「
無
料
の
職
業
訓
練
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
テ
キ
ス
ト
代
や

資
格
取
得
受
験
料
な
ど
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
）

　
こ
の
職
業
訓
練
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
や
希
望
す
る
就
職
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
ス
キ

ル
や
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
相
談
や
申
込
は
、
お
近

く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
も
の
づ
く
り
基
礎
科
・
D
X
基
礎

科
・
P
C
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
科
・
経

理
事
務
科
・
介
護
職
員
養
成
科
・

医
療
事
務
科
な
ど
】

自
衛
官
募
集

　　令
和
8
年
度
入
隊
の
自
衛
官

の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
者

▼
募
集
期
間
　【
第
3
回
】
11
月

21
日
金
ま
で
（
応
募
多
数
の
場

合
、
締
切
を
早
め
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
）

▼
試
験
日
程
　
11
月
29
日
土
か

ら
12
月
4
日
木

▼
合
格
発
表

　12
月
15
日
月

【
自
衛
官
候
補
生
】

▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
者

▼
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て

受
付

▼
試
験
日
程
　
受
付
時
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

▼
応
募
資
格

　中
卒
（
見
込
含

む
）
17
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間
　
10
月
1
日
水
か

ら
令
和
8
年
1
月
15
日
木
　

▼
試
験
日
程

　【
1
次
】
令
和
8

年
1
月
24
日
土
ま
た
は
25
日
日

問
福
島
県
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

郡
山

☎
0
2
4
‐
9
4
4
‐
1
6
6
3

求
職
者
支
援
訓
練

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
で
は
、

再
就
職
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
提
案
、
就
職
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
再
就
職
を
目
指
す

方
、
休
業
中
の
方
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
利
用
し
や
す
い
コ
ー
ス
・

給
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
訓
練
担
当

☎
5
3
4
‐
4
1
2
1
（
4
3
＃
）

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
　

　　
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
く
し
ま
ミ
ラ
イ

フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
10
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
本
県
の
復
興
・
再

生
に
つ
い
て
、
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え

し
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ー
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
動
く
電

車
や
は
た
ら
く
ク
ル
マ
、
ア
ク
ア

マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
の
移
動
水
族
館
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
学
べ
て

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
15
日
土
、
16
日
日

▼
会
場

　福
島
県
環
境
創
造
セ
ン

タ
ー
交
流
棟
　
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島

▼
参
加
料

　無
料

▼
ゲ
ス
ト

【
15
日
土
】
Q
u
i
z
K
n
o
c
k

の
伊
沢
拓
司
さ
ん
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

【
16
日
日
】
市
岡
元
気
先
生
の
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー

問
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
事
務
局

☎
9
8
3
‐
3
4
9
8

あ
な
た
の
命
を
守
る

マ
イ
ナ
救
急

　
令
和
7
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
8
年
3
月
ま
で
全
国
一
斉
に

「
マ
イ
ナ
救
急
」
の
実
証
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
達
地
域
に
お
住
い
の
方
々

も
救
急
要
請
し
た
際
、
救
急
隊

よ
り
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

の
提
示
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
伊
達
地
方
消
防
組
合
本
部
警
防
課

☎
5
7
5
‐
0
1
8
2

自衛隊福島地方
協力本部 HP

テクノアカデミー
郡山 HP

福島労政局HP

環境創造センター HP

（イベント情報は 10/17 ～）

伊達地方消防組合 HP ▼


